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調整⼒の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会 事務局

周波数調整機能の常時使⽤について

第１６回調整⼒の細分化及び広域調達の
技術的検討に関する作業会 資料５
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 需給調整市場創設後も、GC後の電源の余⼒を活⽤できる契約（以下、余⼒活⽤契約）が必要である。
 余⼒活⽤契約を締結する電源等が周波数調整機能※を具備する場合、その電源等が起動しているとき、現状の

電源Ⅱ契約と同様に、余⼒活⽤の⼀環として同機能を常時使⽤することとしてはどうか。
 需給調整市場で落札されなかった場合、その電源にΔkWの確保を⼀般送配電事業者が求めることはない。
 バランス停⽌等からの起動を⼀般送配電事業者が指令しない場合、その電源の周波数調整機能の提供を⼀

般送配電事業者が求めることはない。

GC後の余⼒の活⽤に係わる契約と周波数調整機能の提供

※周波数制御および需給バランス調整を⾏うGF・LFC・EDC機能のこと



2（参考）需給調整市場検討小委員会の検討状況
GC後の余力の活用に係わる契約の必要性（2020年）

出所）第１回需給調整市場検討⼩委員会 （2018.2.23）資料５
http://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/2018_jukyuchousei_01_haifu.html



3（参考）需給調整市場検討小委員会の検討状況
電源の余力活用の仕組み

出所）第３回需給調整市場検討⼩委員会 （2018.4.27）資料２（⾚線追加）
http://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/2018_jukyuchousei_03_haifu.html
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 将来の需給調整市場では周波数の維持に最低限必要となるΔkWを⼀般送配電事業者が確保し、発電事業者
に対価を⽀払う。

 現状、⼀般送配電事業者は調整電源の余⼒を含めて周波数を維持しており、将来も現状と同等の周波数品質を
維持するには、ΔkWの対価を⽀払った電源等だけではなく、周波数調整機能を有する電源等の余⼒を含めて、⼀
般送配電事業者が同機能を使⽤することが必要である。

 ⼀般送配電事業者がΔkWの対価を⽀払わない電源等は発電事業者が周波数調整機能をロックするおそれがある
が、余⼒活⽤の⼀環として同機能の常時使⽤の仕組みを設けられれば、⼀般送配電事業者はその仕組みで同機
能を使⽤することができる。

周波数調整機能の常時使⽤を求める必要性
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安 価格 ⾼

︓⼀次調整⼒落札量(ΔkW)
︓落札後発電計画

・ΔkW対価は余⼒を確保する電源Ｃにのみ⽀払う
・電源Ａ、Ｂ、Ｄの周波数調整機能も使⽤することが必要

【東京PGエリア】
・2017年 GWの軽負荷実績断⾯（2,100万kW）
・3秒で100万機の電源脱落を模擬（最過酷ケース）

EPPS動作
(600MW)

周波数調整機能の使⽤台数増加により
周波数品質の現状維持に期待できる

（⼀次調整⼒の例）
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5（参考）契約を締結した電源等の振る舞い

出所）第１回需給調整市場検討⼩委員会 （2018.2.23）資料５
http://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/2018_jukyuchousei_01_haifu.html



6（参考）容量市場の在り方等に関する検討会の検討状況
調整機能等を有している電源等のGC以降の供給余力の調整力としての利用

出所）第１２回容量市場の在り⽅等に関する検討会（2018.6.22）資料３（⾚線追加）
http://www.occto.or.jp/iinkai/youryou/kentoukai/2018/youryou_kentoukai_haihu12.html
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 周波数調整機能の常時使⽤を余⼒活⽤契約に含めた場合、余⼒活⽤に係わる契約のインセンティブ性は以下の
ように整理できるのではないか。
 余⼒活⽤契約を締結する電源等は、周波数調整等に使⽤されることで調整電源と位置付けられれば、現状

と同様にインバランス対象外となることが契約締結のインセンティブと考えられるのではないか。
 余⼒活⽤契約を締結する電源等は、実需給までその余⼒を活⽤され、発電機会が増加することが契約締結

のインセンティブと考えられるのではないか。
 複数のエリア間で広域的な運⽤が開始され調整電源等の間に競争的な環境が整った後にはkWh単価

を市場原理に基づくプライスベースにできるので、プライスベースでの発電機会の増加に繋がることになる。

（参考）余力の活用に係わる契約のインセンティブ性

余⼒活⽤契約を締結する電源等 調整電源 インバランスに関する扱い kWh単価の考え⽅

商品の要件を満たす電源等※ ○
保有している周波数調整機能を全
て使⽤する限りはインバランス対象
外

当該電源等同⼠の競争的な環境が整えば、
kWh単価についてはプライスベースを認める

※上りTM情報などを中給にオンライン提供できるGF機能のみを有する電源等を含む


